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おき
海外に頼る工サで
大丈夫？
安全な国産飼料で自給率アップ

私たちの食卓にのぼる肉類や鶴卵、乳製品。

これらを供給する家畜の飼料は、約75％が輸入物です。

今や、輸入飼料なしに日本の畜産業は成り立ちません。

しかし、バイオエタノールブームや円安による飼料高騰で、

生産者は苦境に立たされています。

また、輸入飼料には遺伝子組み換え作物や

ポストハーベスト農薬など、安全への懸念もつきまといます。

輸入飼料の安全性と自給、国産飼料米の普及など、

畜産の現状について考えます。■‾二

。71食べもの通信●2。15．。9

■日本人はお米よりトウモロコシを食べている？！

米　　トウモロコシ

（農林水産省データ2009年より。京都生協ホームページ参照）

1
年
間
の
消
キ
量



表○日本の飼料穀物輸入量
トウモロコシがダントツ

等訂l等諾l響諾

（農林水産省資料より）

食べもの通信●2。15。。l。8

鈴木宣弘（すずきのぷひろ）1958年生まれ。東京大学農学部卒。農林水
産省、九州大学教授を経て、2006年から東京大学教授。専門は農業経済
学。FTA産官学共同研究会委員、食料・農業・農村政策審議会委員。著書
「食の戦争H文筆春秋）、r岩盤規制の大義J（農文協）など多数。

飼
料
の
外
国
依
存
は
な
ぜ
？

薫
大
学
教
授
鈴
木
宣
弘

日
本
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

手
段
に
さ
れ
た
食
料
と
飼
料

日
本
の
畜
産
は
、
な
ぜ
輸
入
飼

料
に
頼
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
？
　
そ
の
答
え
は
、
米
国
ウ

ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
教
授
が
、
農

家
子
弟
の
多
い
授
業
で
語
っ
た
次

の
こ
と
ば
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い

ます。「
君
た
ち
は
米
国
の
威
信
を
担
っ

て
い
る
。
米
国
の
農
産
物
は
政
治
上

の
武
器
だ
。
そ
れ
が
世
界
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
道
具
に
な
る
。
た

と
え
ば
東
の
海
の
上
に
浮
か
ん
だ

小
さ
な
国
（
日
本
＝
筆
者
注
）
は
よ

く
動
く
（
経
済
活
動
を
す
る
＝
筆
者

注
）
。
で
も
勝
手
に
動
か
れ
て
は
不

都
合
だ
か
ら
、
そ
の
行
き
先
を
飼

料
（
f
e
e
d
）
で
引
っ
張
れ
」
＊
。

こ
れ
が
米
国
に
と
っ
て
の
食
料

の
位
置
づ
け
な
の
だ
と
、
私
た
ち
は

認
識
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

戦
後
、
日
本
の
食
は
、
こ
の
よ
う

な
米
国
の
国
家
戦
略
に
よ
っ
て
、
米

国
に
じ
わ
じ
わ
と
握
ら
れ
て
い
き
、

今
、
T
P
P
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

で
、
そ
の
最
終
的
な
仕
上
げ
の
局

面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

と
く
に
飼
料
穀
物
は
、
米
国
の
日

本
へ
の
政
策
に
基
づ
く
方
針
に
よ

っ
て
、
早
く
か
ら
関
税
が
撤
廃
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
米
国
の
思
惑

ど
お
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輸
入
依

存
度
は
ほ
ぼ
1
0
0
％
、
大
豆
も
9
3

％
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
安
倍
総
理
が
今
年
4

月
の
米
国
議
会
で
の
演
説
で
、
農
家

の
気
持
ち
を
踏
み
に
じ
っ
て
、
「
以

前
、
ガ
ッ
ト
農
業
交
渉
で
農
家
と
一

緒
に
自
分
も
自
由
化
反
対
運
動
を

し
た
の
が
間
違
い
で
、
日
本
農
業
は

衰
退
し
た
」
と
述
べ
た
こ
と
こ
そ
、

大
間
違
い
な
の
で
す
。

農
産
物
の
自
由
化
反
対
が
間
違

い
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
米
国
の
圧

力
に
屈
し
て
自
由
化
を
進
め
て
し

ま
っ
た
こ
と
こ
そ
が
、
日
本
農
業
衰

退
の
大
き
な
要
因
な
の
で
す
。

米
国
に
よ
る
日
本
の
食
料
支
配

に
よ
っ
て
、
関
税
を
撤
廃
し
た
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
と
大
豆
の
自
給
率
が
、

そ
れ
ぞ
れ
0
％
、
6
％
に
な
っ
た
こ

と
を
直
視
す
べ
き
で
す
。

高
騰
を
続
け
る
輸
入
飼
料

対
策
は
飼
料
自
給
の
強
化

も
う
一
つ
、
米
国
の
食
料
戦
略
を

物
語
る
の
は
、
次
の
大
統
領
演
説
で

す
。
世
界
的
に
は
、
食
料
は
軍
事
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
並
ぶ
国
家
存
立
の

三
本
柱
と
い
う
の
が
常
識
で
す
。
ブ

ッ
シ
ュ
前
大
統
領
は
、
米
国
内
の
食

料
・
農
業
関
係
者
に
は
必
ず
お
礼

を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
食
料
自
給
は
国
防
の
問
題
だ
。

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
そ
れ
が
つ

ね
に
保
た
れ
て
い
る
米
国
は
、
な

ん
と
あ
り
が
た
い
こ
と
か
。
そ
れ
に



田∂¢タ海外に頼る工サで大丈夫？

図〇糧営コストに占める飼料書の割合：養豚と暮凱よ66％

出典「本格的議論のための飼料の課題」（農水省2014）より

＊大江正章著r農業という仕事』（岩波ジュニア新書、2001年）
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ひ
き
か
え
、
（
ど
こ
の
国
の
こ
と
か

わ
か
る
と
思
う
が
）
食
料
自
給
が
で

き
な
い
国
を
想
像
で
き
る
か
。
そ
こ

は
、
国
際
的
圧
力
と
危
険
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
国
だ
。
（
そ
の
よ
う
に
し

た
の
は
我
々
だ
が
、
も
っ
と
も
っ

と
徹
底
し
よ
う
）
」
。

た
だ
し
、
か
っ
こ
書
き
の
部
分

は
、
私
が
付
け
加
え
た
も
の
で
す
。

米
国
か
ら
大
量
の
飼
料
穀
物
を

輸
入
し
た
お
か
げ
で
、
日
本
の
畜

産
が
発
展
し
た
面
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
中
国
を
筆
頭
に
新
興
国

で
、
肉
類
や
牛
乳
・
乳
製
品
の
消

芦
が
伸
び
て
、
世
界
的
な
穀
物
需

給
の
逼
迫
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

円
安
基
調
も
、
そ
れ
を
深
刻
化
さ

せ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
近
年
、
日

本
の
酪
農
・
畜
産
経
営
は
、
輸
入

飼
料
の
高
騰
に
苦
し
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
、
日
本
で
は
乳

用
牛
飼
養
戸
数
が
0
6

年
の
2
万
7
0
0
0

戸
か
ら
H
年
に
1
万

9
0
0
0
戸
へ
、
肉

用
牛
飼
養
戸
数
が

8
万
6
0
0
0
戸
か

ら
5
万
8
0
0
0
戸

へ
、
豚
飼
養
戸
数
が

9

0

0

0

戸

か

ら

5
0
0
0
戸
へ
激
減
。

酪
農
・
畜
産
業
の
生

産
基
盤
が
弱
体
化
し

て
い
ま
す
。

今
後
も
、
飼
料
穀
物
の
逼
迫
基
調

が
続
く
可
能
性
が
、
農
水
省
の
農
林

水
産
政
策
研
究
所
の
見
通
し
で
も

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
飼
料
穀
物
価
格

は
、
1
0
年
後
に
名
目
で
3
0
％
程
度
の

上
昇
が
見
込
ま
れ
、
実
質
で
も
3
％

程
度
の
上
昇
と
、
見
積
も
ら
れ
て
い

ます。飼
料
の
海
外
依
存
の
コ
ス
ト
は
、

高
ま
り
こ
そ
す
れ
、
低
く
な
る
見
通

し
は
立
ち
ま
せ
ん
。
防
衛
策
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
真
剣
な
自

給
飼
料
対
策
の
強
化
が
必
要
で
す
。

G
M
作
物
の
浸
透
を
防
ぎ

食
の
安
全
守
る
飼
料
自
給

今
年
政
府
が
出
し
た
「
農
協
改

革
」
に
は
、
全
農
（
全
国
農
業
協
同
組

合
連
合
会
）
の
株
式
会
社
化
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、

全
農
の
共
同
販
売
や
共
同
購
入
を

崩
す
意
図
と
と
も
に
、
米
国
か
ら
迫

ら
れ
て
い
る
、
も
う
l
　
つ
の
大
き

な
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。

米
国
は
、
G
M
（
遺
伝
子
組
み
換

え
）
小
麦
の
導
入
を
含
め
、
日
本
農

業
の
「
G
M
化
」
の
徹
底
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
農
グ
レ
イ

ン
が
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
保
有

す
る
世
界
最
大
の
穀
物
船
積
施
設

で
、
非
G
M
の
分
別
管
理
を
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
全
農
を

株
式
会
社
化
さ
せ
て
丸
ご
と
買
収

し
、
日
本
の
食
料
流
通
の
大
元
を
握

っ
て
し
ま
お
う
と
い
う
シ
ナ
リ
オ

が
あ
り
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
と

み
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
わ
か
り
や
す
い
前
例
が
あ

り
ま
す
。
強
固
と
思
わ
れ
て
い
た

豪
州
の
A
B
W
（
農
協
的
な
小
麦
輸

出
独
占
組
織
）
が
株
式
会
社
化
し
た

ら
、
カ
ナ
ダ
の
肥
料
会
社
に
買
収
さ

れ
、
1
カ
月
後
に
は
、
米
国
の
カ
ー

ギ
ル
に
売
り
払
わ
れ
た
経
過
が
あ

り
ま
す
。

世
界
の
食
料
が
こ
う
し
た
情
勢

に
あ
る
な
か
で
、
G
M
農
産
物
へ
の

日
本
の
消
費
者
の
懸
念
に
応
え
、
国

産
農
畜
産
物
へ
の
信
頼
を
高
め
る

た
め
に
も
、
飼
料
自
給
率
向
上
は
不

可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
図
表
を
含
め
文
責
・
編
集
委
員
会
）
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天笠啓祐（あまがさけいすけ）1947年東京生まれ。雑誌r技術と人間肌腋集
者を経て、現在フリー・ジャーナリスト、市民バイオテクノロジー情報室代表、法
政大学講師。主な著書に「暴走するバイオテクノロジー1（金曜日）、「遺伝子
組み換えとクローン技術100の疑問J（東洋経済新報社）ほか多数。

遺
伝
子
組
み
換
え
、
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト

は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
！

科
学
ジ
丁
ナ
リ
ス
ト
・
漂
子
組
み
換
え
い
ら
な
い
・
キ
ヤ
ン
ペ
・
ン
代
表
天
笠
啓
祐

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆

大
半
が
遺
伝
子
組
み
換
え

現
在
、
家
畜
飼
料
の
中
心
は
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
で
す
。
し
か
し
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
は
炭
水
化
物
が
多
い
た
め
、

た
ん
ば
く
源
と
し
て
は
大
豆
が
よ

く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
油
を
搾
っ
た
後
の
脱

脂
大
豆
を
使
用
す
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
そ
れ
に
飼
料
添
加
物
を
加
え
、

こ
の
三
つ
で
飼
料
の
基
本
が
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
国
内
消

費
量
は
、
加
工
用
を
含
め
て
年
間
約

1
6
0
0
万
ト
ン
＊
で
、
お
米
の
消

費
量
約
8
0
0
万
ト
ン
の
2
倍
で

す。
大
豆
も
3
0
0
万
ト
ン
消
費
さ

れ
て
い
ま
す
。
輸
入
大
豆
の
多
く
は

食
用
油
に
な
り
、
搾
油
後
の
脱
脂
大

豆
の
大
半
が
飼
料
に
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
の
食
卓
に
上

る
豚
肉
な
ど
の
食
肉
、
牛
乳
、
チ
ー

ズ
や
バ
タ
ー
な
ど
の
乳
製
品
、
卵
な

ど
の
生
産
は
、
こ
の
よ
う
な
飼
料

に
依
拠
し
て
い
る
の
で
す
。

飼
料
用
の
輸
入
穀
物
で
最
大
の

問
題
点
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
で
あ

る
こ
と
で
す
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
場

合
、
平
均
す
る
と
、
国
内
で
の
流
通

量
の
7
3
・
6
％
が
遺
伝
子
組
み
換

え
で
す
。
大
豆
の
場
合
は
8
4
・
3
％

で
す
。
つ
ま
り
、
飼
料
の
ほ
と
ん
ど

が
遺
伝
子
組
み
換
え
さ
れ
た
も
の

で
、
家
畜
と
畜
産
物
の
安
全
性
が
脅

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

遺
伝
子
組
み
換
え
の
餌
で

免
疫
力
や
生
殖
能
力
の
低
下

2
0
0
9
年
5
月
1
9
日
に
、
米
国

環
境
医
学
会
が
「
遺
伝
子
組
み
換
え

作
物
」
に
関
し
て
声
明
を
発
表
し
ま

し
た
。
過
去
に
行
わ
れ
た
多
数
の

「
食
餌
動
物
実
験
」
を
分
析
し
た
結

果
、
動
物
に
異
常
が
起
き
て
い
た
と

い
う
の
で
す
。

そ
れ
を
大
別
す
る
と
三
つ
の
パ

タ
ー
ン
に
集
約
で
き
ま
す
。
①
免
疫

機
能
へ
の
悪
影
響
、
②
生
殖
や
出
産

へ
の
悪
影
響
、
③
肝
臓
や
腎
臓
な
ど

解
毒
器
官
の
損
傷
で
す
。

免
疫
機
能
が
脅
か
さ
れ
る
と
、
病

気
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
生
殖
や
出
産
へ
の
影
響

で
は
、
子
や
孫
、
ひ
孫
の
代
で
、
出

生
数
の
減
少
が
起
き
、
ひ
弱
に
な

る
と
い
う
実
験
結
果
が
多
く
報
告

さ
れ
、
最
近
で
は
、
不
妊
に
な
る
こ

と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

肝
巌
や
腎
臓
を
傷
害
す
る
ケ
ー

ス
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。
動
物
実
験

に
は
主
に
ラ
ッ
ト
が
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
家
畜
へ
も
同
様
の
影
響

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
・
カ
ー
ン
大
学
の
研
究

チ
ー
ム
が
行
っ
た
動
物
実
験
も
衝
撃

的
で
し
た
。
ラ
ッ
ト
の
寿
命
に
匹
敵

す
る
、
2
年
間
と
い
う
長
期
の
実
験

を
行
っ
た
結
果
、
寿
命
の
短
縮
が
起

き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
メ
ス
で
は
、
乳
が
ん
と
脳

下
垂
体
の
異
常
が
多
く
、
と
く
に

腫
瘍
が
大
き
く
な
る
特
徴
が
あ
り

ま
し
た
。
オ
ス
で
は
、
肝
機
能
障
害

と
腎
臓
の
肥
大
、
皮
膚
が
ん
、
消
化

器
系
へ
の
影
響
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
影
響
は
、
家
畜
で
も
起

こ
り
得
る
も
の
で
す
。



荘≡コ¢¢タ海外に頼る工サで大丈夫？

表○世界の遺伝子組み換え（GM）作物生産量（卸13年）
トウモロコシと大豆で8割！

作物名　　l　　全体の作付面積　　I GM品種の作付面積

茫ロコシ巨悪；室賀室賀∃l黎讃
合計　　　1　3億5400万ha　　11億7400万ha

表○日本のトウモロコシ輸入量と
各国でのGM品種の割合（自給率0％）

国名　　　IGM品種の作付割合（2014年日　日本の輸入土（2013年）

6446万トン

4375万トン

1909万トン

1671万トン妻重要テンl　≡…冨
合計　　　1　　　　　　　　　　　1　1440．1万トン

（米農務省の資料などから計算）

表○日本の大豆輸入量と
各国でのGM品種の割合（自給率6．0％）

国名　　IGM品種の作付割合（2014年日　日本の輸入1（2013年）

1660万トン

649万トン
378万トン

75万トン、l：

合計　　　I　　　　　　　　　　　1　　276．2万トン

＊飼料用約1050万トン、コーンスターチ用330万トン、その他240万トン。

食へもの通信●　20150911

輸
入
飼
料
へ
の
残
留
が
怖
い

農
薬
や
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト

遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
自
体
の

危
険
性
に
加
え
、
除
草
剤
耐
性
作

物
に
用
い
ら
れ
る
除
草
剤
の
ラ
ウ

ン
ド
ア
ッ
プ
の
影
響
も
見
過
ご
せ

ま
せ
ん
。
こ
の
農
薬
は
、
遺
伝
子
組

み
換
え
作
物
の
ほ
と
ん
ど
に
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
3
月
2
0

日
、
W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）
の
ー

A
R
C
（
国
際
が
ん
研
究
機
関
）
が
、

こ
の
除
草
剤
の
主
成
分
の
グ
リ
ホ

サ
ー
ト
を
発
が
ん
物
質
と
、
正
式
に

認
め
た
の
で
す
。

直
後
の
4
月
2
日
に
米
国
政
府

は
、
国
内
で
の
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
消
費

量
が
、
1
2
年
に
は
0
2
年
の
2
・
6
倍
、

ほ
万
8
0
0
0
ト
ン
に
増
加
し
た

と
発
表
し
て
い
ま
す
。

輸
入
飼
料
に
は
、
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ

ス
ト
農
薬
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

米
国
で
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
大

豆
は
、
米
国
中
央
部
の
穀
倉
地
帯
で

大
半
が
栽
培
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
に
集
積
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
船

に
積
ま
れ
、
パ
ナ
マ
運
河
を
通
り
、

長
い
時
間
を
か
け
、
暑
く
湿
気
の
多

い
海
を
横
切
っ
て
日
本
に
や
っ
て

き
ま
す
。
何
も
し
な
け
れ
ば
、
輸
送

の
途
中
で
カ
ビ
が
生
え
、
腐
り
、
虫

が
湧
き
ま
す
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
船
積
み
の

際
に
農
薬
を
か
け
る
の
が
、
ポ
ス
ト

ハ
ー
ベ
ス
ト
農
薬
で
、
も
っ
と
も

多
い
ケ
ー
ス
で
す
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
は
、
マ
ラ
ソ
ン

な
ど
の
殺
虫
剤
が
用
い
ら
れ
、
大
豆

に
は
、
臭
化
メ
チ
ル
な
ど
が
く
ん
蒸

さ
れ
ま
す
。
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
農

薬
は
こ
の
よ
う
に
、
米
国
か
ら
の
輸

入
農
産
物
で
は
不
可
避
な
の
で
す
。

飼
料
を
輸
入
に
頼
れ
ば

増
加
す
る
見
え
な
い
危
険

飼
料
添
加
物
の
最
大
の
問
題
は
、

ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
依
存
し
て
い

る
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
酸
化
防
止
剤
と
し
て

よ
く
用
い
ら
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
C
を

は
じ
め
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
は
す
べ
て
輸

入
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

し
か
も
、
そ
の
多
く
を
中
国
に
依

存
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
中
国
で

は
、
ビ
タ
ミ
ン
C
の
製
造
の
際
に
、

遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
を
用
い
て

い
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
ビ
タ
ミ
ン
鮎

は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
で
製
造

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン

巨
は
、
大
豆
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
由
来
で

す
。
い
ず
れ
も
、
安
全
性
に
不
安
が

も
た
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
場
合
、
米
国
と
は
異
な

り
、
家
畜
へ
の
成
長
ホ
ル
モ
ン
剤
の

使
用
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
抗
生
物
質
も
、
使
用
が
認
め
ら

れ
て
い
る
種
類
は
少
な
く
、
米
国
産

食
肉
に
比
べ
て
問
題
は
少
な
い
と

い
え
ま
す
。
し
か
し
、
飼
料
や
添
加

物
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
限
り
、

安
全
と
は
と
う
て
い
言
え
な
い
の

が
現
実
な
の
で
す
。



慮，

食べもの通信●201509112

増田淳子（ますだあつこ）NHKに定年まで勤務。2004年～07年

明治大学農学部客員教授。農林水産省の畜産審議会をきっかけに、
畜産への関心をもつ。著書r牛をすこし深読みしてみるとJ（農林統計
協会2014年）等。
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飼
料
用
米
や
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
に
期
待

め
ざ
す
は
飼
料
自
給
率
の
向
上

ジ
ャ
・
ナ
リ
ス
ト
増
田
淳
子

日
本
で
栽
培
し
て
い
な
い

飼
料
用
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

「
国
内
で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
作

っ
て
い
な
い
と
聞
き
ま
す
が
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
畑
あ
り
ま
す
よ
し
と
い
う

人
が
い
ま
す
。
そ
う
、
見
か
け
ま
す

よね。で
も
、
そ
の
畑
で
作
っ
て
い
る
の

は
、
私
た
ち
人
間
が
ゆ
で
た
り
焼
い

た
り
し
て
食
べ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
。

も
し
く
は
、
青
い
葉
も
十
分
に
熟
し

て
い
な
い
実
も
一
緒
に
刈
り
と
っ

て
作
る
、
乳
牛
な
ど
に
与
え
る
発
酵

粗
飼
料
用
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
す
。

そ
れ
は
そ
れ
で
大
事
な
用
途
で

す
が
、
青
刈
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、

穀
物
飼
料
の
範
も
ゅ
う
に
は
人
ら

な
い
の
で
す
。
日
本
で
は
、
配
合
飼

料
に
ブ
レ
ン
ド
し
た
り
す
る
、
穀
物

飼
料
用
の
粒
状
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は

ま
っ
た
く
作
っ
て
い
ま
せ
ん
。

1
9
7
3
年
に
農
林
水
産
省
で
、

飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
生
産
す

る
に
は
農
地
が
足
り
な
い
、
と
大
胆

な
予
測
を
し
て
以
来
、
無
関
税
で
輸

入
し
て
い
る
の
で
す
。

飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

8
2
％
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入

日
本
の
配
合
飼
料
原
料
の
5
0
％

は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
す
。
し
た
が

っ
て
輸
入
も
す
ご
い
量
で
、
1
年
に

約
1
0
0
0
万
ト
ン
。
飼
料
用
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
8
2
％
が
、
生
産
量
も
輸

出
量
も
世
界
第
1
位
の
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
輸
入
で
す
。

日
本
の
飼
料
自
給
率
は
2
6
％
。
そ

の
う
ち
、
濃
厚
飼
料
と
呼
ば
れ
る
穀

物
飼
料
は
わ
ず
か
1
2
％
。
牧
草
な
ど

の
粗
飼
料
の
自
給
率
で
さ
え
、
7
7
％

で
す
（
図
〇
）
。

国
の
2
0
2
5
年
の
飼
料
自
給

率
目
標
は
4
0
％
で
す
が
、
現
状
で
は

牧
草
ま
で
輸
入
し
て
い
ま
す
。
雨
の

多
い
日
本
は
、
水
田
に
向
い
た
国
、

瑞
穂
の
国
な
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
人
の
食
生
活
は

過
激
に
変
わ
り
ま
し
た
。
1
9
6
2

年
に
は
、
1
人
が
1
年
に
約
1
2
0

鹿
の
コ
メ
を
食
べ
て
い
た
の
に
、
景

近
で
は
5
6
短
で
す
。

所
得
が
増
え
る
と
、
食
事
の
た
ん

ば
く
質
や
油
脂
の
摂
取
量
が
増
え

る
、
こ
れ
は
古
今
東
西
、
食
生
活
の

変
遷
の
歴
史
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
日

本
は
そ
の
典
型
で
す
。
コ
メ
が
減
っ

て
、
肉
や
乳
製
品
が
増
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
畜
産
に
は
膨
大
な
餌
が

必
要
で
す
。
牛
肉
1
短
作
る
に
は
穀
物

飼
料
1
1
短
、
豚
肉
1
短
に
は
7
鴫
の

穀
物
が
必
要
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

価
格
も
童
も
課
題
だ
が

広
が
る
飼
料
用
米

そ
こ
で
、
人
が
食
べ
な
く
な
っ
た

コ
メ
の
受
け
皿
は
家
畜
で
す
。
飼
料

自
給
率
の
向
上
に
向
け
て
、
空
い
た

田
ん
ぼ
の
出
番
で
す
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
栄
養
的
に

遜
色
の
な
い
飼
料
用
米
が
期
待

さ
れ
、
2
5
年
の
生
産
努
力
目
標
は

1
1
0
万
ト
ン
と
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
現
在
は
相
方
ト
ン
で
す
が
、

ど
ん
ど
ん
増
え
る
飼
料
用
米
で
す
。

飼
料
用
米
に
は
、
国
か
ら
1
0
ア
ー

ル
当
た
り
最
大
で
1
0
万
円
を
超
す

助
成
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
田
ん

ぼ
の
主
の
や
る
気
を
引
き
出
し
、
作

付
け
拡
大
に
弾
み
が
つ
い
て
い
る



田¢¢タ海外に頼るエサで大丈夫？

図0飼料自給率の現状と2025年の目標

（農水省資料より）

図〇そのまま食べさせてもいい？

ニワトリはモミ米のまま与えてOK　　豚と牛はそのままだと消化がよくない

乾乳牛＊はモミ米の30％、玄米
の25％を、未消化のまま排泄

俊ゐ
r飼料米・飼料イネ」（農文協刊）より＊出産に備え、搾乳しない時期の乳牛

＊1飼料用米の味が良いと、食用に転用して偽装販売が懸念されるので、

食味が悪いことも必要（編集委員会注）。
＊2エコフィードecol0gy（生態学）あるいはeconomy（経済的）とfeed

（飼料）をつけた造語。食品残さを原料とした飼料全般をいう。食へもの通信●　2015．0913

よ
う
で
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
家
畜
の
餌
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
、
全
部
コ
メ
に
置

き
換
え
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

コ
メ
は
牛
や
豚
用
に
は
漬
し
た

り
、
砕
い
た
り
す
る
こ
と
が
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
文
句
な
し
の
お
得

意
さ
ん
は
ニ
ワ
ト
リ
で
す
（
図
◎
）
。

コ
メ
を
与
え
る
と
、
卵
の
黄
身
の
色

が
薄
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
レ
モ

ン
イ
エ
ロ
ー
の
黄
身
は
、
飼
料
自
給

率
向
上
の
証
な
の
で
す
。

そ
し
て
、
飼
料
用
米
は
安
く
な
け

れ
ば
使
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
高
く

な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
輸
入
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
は
安
い
。
現
在
1
短
3
0
円
。

こ
れ
が
、
飼
料
用
米
に
も
課
せ
ら
れ

た
価
格
で
す
。

で
す
か
ら
、
手
を
か
け
ず
収
量

を
多
く
、
人
間
が
食
べ
た
ら
ま
ず

い
昧
＊
1
。
こ
れ
が
飼
料
用
米
づ
く

り
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
言
い
ま
す
。
飼

料
用
米
は
、
飼
料
自
給
率
向
上
へ
の

期
待
を
背
負
う
旗
手
な
の
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
を
当
た
り
前
に
す
る

「
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
」
を
応
援

「
急
須
」
を
何
に

使
う
も
の
な
の
か
、

わ
か
ら
な
い
若
い

人
が
い
る
そ
う
で

す
。
急
須
の
座
を

奪
っ
た
の
は
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お

茶
で
す
。
そ
の
お

茶
が
ら
が
、
牛
の

飼
料
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

見
せ
て
も
ら
っ

た
大
農
場
で
は
、

6
0
0
0
頭
の
牛

が
モ
グ
モ
グ
や
っ

て
い
ま
し
た
。
そ

の
量
は
1
カ
月
に

1
2
0
ト
ン
で
す
。
捨
て
れ
ば
産
業

廃
棄
物
、
使
え
ば
立
派
に
「
エ
コ
フ

ィ
ー
ド
＊
2
」
な
の
で
す
。

注
目
す
べ
き
は
、
豆
腐
の
製
造
工

程
か
ら
出
る
「
お
か
ら
」
で
す
。
以
前

は
お
金
を
払
っ
て
処
分
し
て
も
ら

っ
て
い
た
の
に
、
あ
る
時
か
ら
無

料
で
引
き
取
っ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
、
今
で
は
1
短
1
0
円
く
ら
い
で

売
れ
ま
す
。
お
か
ら
は
、
エ
コ
フ
ィ

ー
ド
の
優
等
生
で
す
。

「
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
」
は
、
最
近
の
ヒ

ッ
ト
造
語
で
す
。
普
通
に
通
用
す
る

こ
と
ば
に
な
り
ま
し
た
。
エ
コ
フ
ィ

ー
ド
や
そ
れ
で
育
っ
た
畜
産
物
に

も
認
証
制
度
が
整
備
さ
れ
、
そ
の

肉
を
使
っ
た
調
理
パ
ン
も
店
頭
に

並
ん
で
い
ま
す
。

食
品
残
さ
を
使
っ
た
飼
料
に
、
マ

ユ
を
ひ
そ
め
る
人
が
今
で
も
い
る

の
か
、
も
う
い
な
い
の
か
‥
。
エ
コ

フ
ィ
ー
ド
が
当
た
り
前
の
社
会
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
消
費
者
も
畜
産
現

場
の
実
情
を
も
っ
と
知
る
べ
き
で

し
ょ
う
。
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○

「
お
米
育
ち
の
豚
」
を
皆
さ
ん
に
届
け
た
い

ー
般
社
団
法
人
日
本
飼
料
用
米
振
興
協
会
事
務
局
長
若
狭
良
治

輸
入
飼
料
高
騰
の
窮
地
か
ら

稲
作
も
畜
産
も
生
き
る
道
へ

2
0
0
7
年
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
突
発
し
た
飼

料
価
格
の
国
際
的
な
高
騰
で
、
日
本

の
畜
産
事
業
者
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥

り
ま
し
た
。
牛
、
豚
、
鶏
な
ど
に
給

餌
が
で
き
な
け
れ
ば
、
「
家
畜
を
死

な
せ
て
し
ま
う
」
と
い
う
事
態
が
発

生
し
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
影
響
を
ま
と
も
に
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
畜
産
事
業
者

や
生
活
協
同
組
合
、
飼
料
供
給
事
業

者
な
ど
が
集
い
、
0
8
年
7
月
に
「
畜

産
・
大
パ
ニ
ッ
ク
大
学
習
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
同
年
日
月
2
8
日
に
「
超

多
収
穫
米
が
畜
産
・
大
パ
ニ
ッ
ク

を
防
ぐ
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き

（
こ
の
間
の
経
緯
は
、
本
誌
0
9
年
3

月
号
に
詳
細
を
掲
載
）
、
そ
の
実
行

委
員
会
が
基
盤
に
な
っ
て
「
超
多
収

穫
米
普
及
連
絡
会
」
が
結
成
さ
れ
ま

した。そ
れ
ま
で
、
飼
料
用
米
の
役
割

は
、
国
民
の
中
で
十
分
に
共
有
さ
れ

て
き
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
国
民
の
食
生
活
の
変
化
か

ら
「
米
余
り
」
が
進
み
、
減
反
か
ら
休

耕
田
が
増
加
、
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
も
あ
っ
て
、
農
村
で
は
離
農
が
進

行
し
て
い
ま
す
。

狭
い
耕
地
で
も
連
作
障
害
な
し

に
米
を
作
れ
る
水
田
を
守
る
こ
と

は
、
日
本
の
食
料
自
給
率
向
上
の
た

め
に
重
要
な
課
題
で
す
。

一
方
、
畜
産
農
家
は
、
輸
入
飼
料

の
高
騰
に
悩
み
な
が
ら
も
、
飼
料
用

米
を
容
易
に
は
入
手
で
き
な
い
状

況
で
し
た
。
生
産
量
が
少
な
く
、
流

通
経
路
も
確
立
し
て
い
な
い
た
め

です。前
述
の
「
超
多
収
穫
米
普
及
連
絡

会
」
は
、
飼
料
用
米
の
生
産
か
ら
流

通
、
消
費
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
知
恵
を
出

し
合
う
場
と
し
て
発
足
し
た
も
の

です。
行
政
も
巻
き
込
ん
で

飼
料
用
米
の
普
及
活
動
を
展
開

「
連
絡
会
」
で
は
、
毎
年
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、
飼
料
用
米
の
生
産

事
例
や
畜
産
事
業
者
の
活
用
事
例

を
学
び
な
が
ら
、
飼
料
用
米
で
育
っ

た
牛
・
豚
・
鶏
卵
な
ど
を
生
活
協

同
組
合
で
普
及
す
る
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

「
連
絡
会
」
の
活
動
の
成
果
と
し

て
、
水
田
を
飼
料
用
米
の
田
に
転
換

し
た
場
合
、
従
来
は
面
積
当
た
り
の

定
額
補
助
だ
っ
た
も
の
を
、
生
産
者

の
努
力
を
反
映
で
き
る
「
生
産
量
に

応
じ
た
交
付
金
」
に
引
き
上
げ
る
要

望
が
実
現
し
ま
し
た
。

こ
の
交
付
金
の
導
入
に
は
、
民
主

党
政
権
時
代
に
農
林
水
産
副
大
臣

を
務
め
た
山
田
正
彦
衆
議
院
議
員

の
熱
心
な
働
き
か
け
が
大
き
く
、
国

を
飼
料
用
米
の
普
及
支
援
活
動
に

引
き
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

1
0
年
3
月
に
は
、
農
水
省
後
援
、

日
本
草
地
畜
産
種
子
協
会
主
催
、

超
多
収
穫
米
普
及
連
絡
会
協
力
で
、

「
日
本
型
循
環
畜
産
実
践
交
流
集

会
」
の
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
6
年
間
の
活
動
を

経
て
、
1
4
年
4
月
に
、
一
般
社
団
法

人
日
本
飼
料
用
米
振
興
協
会
が
発
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足
し
た
の
で
す
。

飼
料
用
米
の
普
及
に

努
力
す
る
各
地
の
生
協

飼
料
用
米
の
増
産
方
針
が
出
さ

れ
、
飼
料
用
米
で
育
て
る
豚
に
つ
い

て
、
今
年
度
は
次
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
活
ク
ラ
ブ
事
業
連
合
生
活
協

同
組
合
連
合
会
（
生
活
ク
ラ
ブ
連
合

会
）
は
、
提
携
養
豚
農
家
に
対
し
、

餌
に
混
ぜ
る
飼
料
用
米
の
割
合
を

高
め
て
、
年
間
7
0
0
0
ト
ン
か
ら

1
万
ト
ン
に
引
き
上
げ
る
よ
う
に

指
示
し
ま
し
た
。

昨
年
1
0
月
か
ら
、
豚
の
肥
育
後
期

の
餌
に
占
め
る
飼
料
用
米
の
割
合

を
1
0
％
か
ら
平
均
2
0
％
に
引
き
上

げ
、
さ
ら
に
今
年
2
月
か
ら
は
、
3
0

％
に
高
め
る
試
族
も
始
め
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
、
1
頭
当
た
り
の
飼

料
用
米
の
給
餌
量
は
、
7
3
・
5
k
g
ま

で
増
え
ま
し
た
。

同
連
合
会
は
、
「
飼
料
用
米
を
増

や
す
余
地
は
ま
だ
あ
る
。
生
協
と
し

て
可
能
な
限
り
推
進
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
関
東
甲
信
越
の
地
域
生

協
に
よ
る
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
事
業
連

合
（
コ
ー
プ
み
ら
い
、
コ
ー
プ
ぐ
ん

ま
、
コ
ー
プ
と
ち
ぎ
、
コ
ー
プ
い
ば

ら
き
、
コ
ー
プ
に
い
が
た
、
コ
ー
プ

な
が
の
）
で
は
、
「
お
米
育
ち
豚
」
の

今
年
度
販
売
高
を
、
1
4
年
度
実
績
か

ら
約
5
億
円
増
の
2
0
億
円
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
飼
料
用
米
の
使
用
量

は
、
1
4
年
度
の
6
6
0
ト
ン
か
ら

7
6
4
ト
ン
に
増
や
す
計
画
で
す
。

生
協
で
は
「
お
米
育
ち
豚
」
の
肉

質
が
良
く
、
利
用
者
か
ら
の
反
応
も

良
い
た
め
に
、
飼
料
自
給
率
の
向
上

に
も
工
員
献
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

神
奈
川
、
静
岡
、
山
梨
で
事
業
を

行
う
ユ
ー
コ
ー
プ
事
業
連
合
は
、
今

年
3
月
か
ら
、
主
力
商
品
で
あ
る

豚
肉
「
茶
美
豚
」
で
飼
料
用
米
の
利

用
を
拡
大
。
頭
数
を
1
万
頭
増
の

2
万
7
0
0
0
頭
に
増
や
す
計
画

で
す
。
出
荷
6
0
日
前
か
ら
餌
に
飼
料

用
米
を
5
％
配
合
し
て
お
り
、
使
用

量
は
9
0
ト
ン
増
え
て
2
5
0
ト
ン

に
な
り
ま
す
。

パ
ル
シ
ス
テ
ム
生
協
連
合
会
は

7
月
2
9
日
、
飼
料
用
米
を
従
来
の
1
0

％
配
合
か
ら
日
本
初
の
3
0
％
に
引

き
上
げ
る
と
発
表
。
飼
料
用
米
1
万

ト
ン
、
1
7
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
相

当
し
ま
す
。
提
携
先
の
ボ
ー
ク
ラ
ン

ド
、
1
A
全
農
あ
き
た
、
」
A
全
農

北
日
本
配
合
飼
料
で
体
制
を
確
保

し
、
「
日
本
の
こ
め
豚
」
と
し
て
首
都

圏
で
供
給
し
ま
す
。

そ
の
他
、
米
育
ち
の
鶏
卵
や
鶏
肉

な
ど
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。
漂

飼
料
用
米
の
幅
広
い
目
的
と

普
及
の
た
め
の
今
後
の
課
題

公
的
補
助
も
あ
っ
て
急
速
に

拡
大
し
て
い
る
飼
料
用
米
に
、
同

協
会
は
、
今
後
へ
の
課
題
と
し
て

次
の
よ
う
な
項
目
を
、
農
水
省
に

要
望
し
て
い
ま
す
。

●
水
田
の
フ
ル
活
用
に
よ
る
農
地

の
保
全
（
減
反
、
減
田
の
解
消
）

●
究
極
の
ノ
ン
G
M
O
（
非
遺
伝
子

組
み
換
え
作
物
）
と
し
て
の
素
性

明
白
な
自
給
飼
料
の
生
産

●
家
畜
排
せ
つ
物
の
利
活
用
（
循

環
型
農
業
の
確
立
）

●
連
作
障
害
の
な
い
水
田
輪
作

の
展
開

●
水
田
の
機
能
（
役
割
）
と
し
て

の
気
候
調
整
能
力
の
活
用

●
輸
入
飼
料
の
削
減
と
国
産
飼

料
へ
の
還
元

●
日
本
の
食
料
自
給
力
の
向
上

（
食
料
の
安
全
保
障
の
確
保
）

●
飼
料
用
米
を
水
田
の
本
格
的

な
主
要
作
物
、
飼
料
穀
物
に

指
定


